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静
け
さ
に
　
な
く
鳥
き
こ
ゆ
　
な
く
声
に

こ
も
れ
る
命
　
あ
り
が
た
き
か
も牧
水

は
じ
け
る
、
元
気
一

　
9
月
僧
日
（
土
）
、
平
成
1
1
年
度
山
陰

保
育
園
の
運
動
会
が
町
中
央
公
民
館

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
あ
い
に
く
の
雨
、
急
き
ょ

会
場
を
体
育
館
に
移
し
て
の
運
動
会

に
な
り
ま
し
た
が
、
終
始
盛
り
沢
山
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
親
も
こ
ど
も
も
、
お
じ

い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ぢ
や
ん
も
し
ば
し

時
を
忘
れ
て
競
技
に
熱
中
し
て
い
ま

し
た
。

　
，
ζ

「町報とうこう」は再生紙を使用しています

・
㊧
叩
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第
四
十
九
回

牧
▲牧水記念館裏山にある牧水歌碑に献酒をする巫女

祭

　
今
年
で
4
9
回
目
と
な
る
「
牧
水
祭
」
が
、
9
月
1
2
日
（
日
）
秋
晴

れ
の
下
、
牧
水
公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
午
前
1
0
時
か
ら
牧
水
記
念
館
裏
の
牧
水
歌
碑
前
で
行
わ
れ
た
歌
碑

祭
に
は
、
町
民
を
は
じ
め
、
愛
知
県
東
郷
町
の
石
川
町
長
や
延
岡
市
、

▲選評を述べる伊藤一彦先生

日
向
市
の
牧
水
顕
彰
会
の
会
員
、
県
内
の
町
人
会
会
員
や
短
歌
愛
好
者
ら
合
計
約
3
0
0
人
が
参
加
、

東
村
吉
市
氏
（
小
野
田
）
が
牧
水
の
歌
を
朗
詠
す
る
中
、
代
表
者
ら
に
よ
る
献
酒
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
歌
碑
祭
の
後
、
会
場
を
ふ
る
さ
と
の
家
ホ
ー
ル
に
移
し
て
、
牧
水
祭
の
恒
例
行
事
と
な
っ
た
牧

水
短
歌
大
会
、
東
郷
町
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
の
入
賞
者
の
表
彰
式
な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
な
か
で
も
短
歌
の
部
に
は
県
内
各
地
、
各
学
校
（
投
稿
学
校
総
数
2
5
校
）
の
一
、
2
0
4
名
か
ら
一
、

4
3
7
首
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
審
査
に
あ
た
っ
た
伊
藤
一
彦
審
査
委
員
長
は
選
評
の
中
で
「
甲
乙

－■■■■顧■【　　　、．＿縢一
▲巫女を努めた坪谷中の山口翔子さんと水野香織さん

つ
け
難
い
作
品
が
多
く
、

選
ぶ
の
に
大
変
苦
労
を

し
た
」
と
感
想
を
述
べ

て
い
ま
し
た
。

＿＿翫艦濡
ξ駅・戯
蠣欝
疎
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▲ふるさとの家で開催された牧水を偲ぶ会

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲3900㈹まで〉
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短
歌
大
会
入
賞
濾
過
蟹
七
首

小
学
生
の
部
　
天
位

　
寺
迫
小
学
校
4
年

　
　
黒
木
圭
子
さ
ん

翻須

響
・

あ
じ
さ
い
に
雫
が
ポ
タ
リ
落
ち
て
い
る

　
雲
の
．
r
ど
も
ら
遊
び
に
来
た
の

中
学
生
の
部
　
天
位

　
東
郷
中
学
校
1
年

　
　
寺
原
宏
美
さ
ん

欄響

肖
遷

卵
　
『

ノ

夏
祭
り
大
き
な
光
の
花
火
よ
り

　
小
さ
な
光
の
ほ
た
る
を
見
て
い
た

高
校
生
の
部
　
天
位

　
日
向
高
校
3
年

　
　
澄
田
裕
子
さ
ん

迷
っ
た
ら
誰
か
背
中
を
押
し
て
下
さ
い

　
ム
，
の
こ
の
道
正
し
い
の
だ
と

大
学
・
一
般
の
部
　
天
位

　
宮
崎
市
在
住

　
　
荒
武
弓
子
さ
ん

蛍
火
に
夢
中
に
走
る
子
供
ら
に

　
誉
め
て
も
ら
え
し
星
も
流
る
る

○

　
そ
の
他
の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。
（
人
位
ま
で
）

●
小
学
生
の
部

（
地
位
）

　
海
野
智
春
（
坪
谷
小
4
年
）

　
都
甲
　
大
（
東
郷
小
1
年
）

（
人
位
）

　
甲
斐
顕
大
（
越
表
小
5
年
）

　
稲
田
さ
ち
か
（
坪
谷
小
2
年
）

　
牧
野
恵
依
（
山
瀬
小
1
年
）

●
中
学
生
の
部

（
地
位
）

　
水
野
美
香
（
坪
谷
中
3
年
）

　
黒
木
法
案
（
美
々
津
中
1
年
）

（
人
位
）

　
田
上
紘
子
（
門
川
中
3
年
）

　
稲
田
麻
美
（
坪
谷
中
1
年
）

　
久
保
良
子
（
山
之
口
中
1
年
）

●
高
校
生
の
部

（
地
位
）

　
後
藤
直
美
（
延
岡
西
高
3
年
）

　
太
田
　
洋
（
延
岡
高
校
3
年
）

（
人
位
）

　
岩
切
恵
美
（
日
向
高
校
1
年
）

　
中
島
悠
輔
（
日
向
高
校
3
年
）

伊
東
慶
太
（
延
岡
高
校
3
年
）

●
大
学
・
一
般
の
部

（
地
位
）

　
岡
本
房
枝
（
延
岡
市
）

鎌
倉
広
行
（
延
岡
市
）

（
地
位
）

木
村
と
し
子
（
延
岡
市
）

村
上
妙
子
（
日
向
市
）

菊
池
節
子
（
延
岡
市
）

「
東
郷
町
観
光
写
真
，

漏
p
巨
二
恩
縷
樟
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
東
郷
町
の
四
季
・
東
郷
町
の
自
然

や
風
景
、
歴
史
、
民
俗
、
イ
ベ
ン
ト
等
　
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

を
主
題
に
し
た
写
真
作
品
を
募
集
し
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

た
第
8
回
町
観
光
協
会
写
真
コ
ン
テ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ψ

ス
ト
の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
φ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

　
　
嶋
岡
信
好
（
門
川
町
）

金
賞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
植
野
浩
人
（
寺
　
迫
）

銀
賞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
柵

〃
　
原
田
敏
子
（
宮
崎
市
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

銅
賞
　
荒
砂
建
一
（
仲
　
深
）
　
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〃
　
黒
木
　
男
（
日
向
市
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

〃
　
寺
原
　
茂
（
日
向
市
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

入
選
　
　
桑
原
憲
一
（
坪
谷
）

〃
　
田
崎
敵
保
（
日
向
市
）
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

〃
　
千
葉
雄
一
（
延
岡
市
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
く
2
年
連
続
金
賞
に
輝
い
た
　
　
　
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
門
川
町
嶋
岡
信
好
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
「
臼
太
鼓
踊
り
奉
納
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
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9
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9
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

短
歌
尾
鈴
短
歌
会

明
け
方
の
ま
ど
ろ
み
に
見
し
父
母
の
夢

揃
ひ
の
浴
衣
に
笑
み
て
顕
ち
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
高
森
　
　
秀

仕
立
て
後
も
着
る
日
す
く
な
く
吾
が
老
い
て

箱
の
衣
装
に
風
を
通
し
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
ピ
サ

高
々
と
テ
ト
ラ
ポ
ッ
ト
を
積
む
浜
辺

釣
り
人
の
す
く
な
く
夫
は
竿
振
る

　
　
　
　
　
　
　
　
寺
原
八
重
子

夜
な
よ
な
に
記
す
日
記
に
農
作
業
の

減
り
て
寂
し
く
誕
生
日
来
る

　
　
　
　
　
　
　
　
橋
口
忠
孝

降
り
や
ま
ぬ
雨
音
し
げ
き
夜
の
更
け

明
日
の
予
報
も
ま
た
雨
と
知
る

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヌ
子

東
京
の
初
孫
夫
婦
訪
ね
来
し

今
日
の
喜
び
の
言
葉
と
な
ら
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
富
貴
子

軍
籍
に
在
り
て
戦
ひ
し
遠
き
日
の

心
は
子
ら
に
伝
へ
ゆ
く
べ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
園
男

拾
ひ
た
る
石
を
見
つ
め
つ
つ
を
り
て

在
り
し
日
の
父
の
仕
草
を
思
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
小
山
貞
代

故
郷
に
住
む
は
生
き
甲
斐
と
見
栄
は
り
し

日
も
あ
り
寂
し
き
夜
も
あ
り
た
り

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
鈴
子

台
風
に
な
ぎ
倒
さ
れ
し
早
期
田
の

水
に
漬
か
る
も
今
は
術
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

若
き
日
は
日
の
丸
揚
げ
君
が
代
を

歌
ひ
疑
ふ
こ
と
の
な
か
り
き

　
　
　
　
　
　
　
　
岩
木
幸
美

長
雨
に
冠
山
は
み
ど
り
増
し

立
秋
過
ぎ
し
心
す
が
し
く

　
　
　
　
　
　
　
　
岩
木
富
子

荒
磯
に
激
し
く
く
だ
け
散
る
浪
の

白
く
泡
立
つ
に
心
安
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
秋
男

老
い
た
れ
ど
し
ば
し
休
め
ば
気
力
湧
き

今
一
働
き
と
杉
の
下
刈
る

　
　
　
　
　
　
　
　
東
村
吉
市

梅
雨
明
け
の
二
十
日
遅
れ
し
早
期
田
に

艀
り
し
ツ
バ
メ
の
雛
低
く
飛
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
高
野
美
智
雄

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲3900㈹まで〉
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届
一
U
て
い
ま
冒
げ

わ
た
し
た
ち
の
声

‘

　
高
齢
や
目
が
不
自
由
な
た
め
、
文

字
で
書
か
れ
た
も
の
を
読
む
こ
と
が

で
き
な
い
人
に
、
毎
月
発
行
さ
れ
る

町
報
な
ど
を
テ
ー
プ
に
録
音
し
、
情

報
提
供
活
動
を
し
て
い
る
カ
ナ
リ
ヤ

会
（
代
表
者
戸
敷
裕
子
さ
ん
）
の
皆

さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
こ
の
カ
ナ
リ
ヤ
会
が
活
動
を
始
め

た
の
は
2
年
前
。
当
初
は
代
表
者
で

も
あ
る
戸
敷
さ
ん
が
一
人
で
こ
の
活

動
（
音
声
訳
）
を
始
め
た
の
が
き
っ
か

け
で
、
そ
の
後
、
こ
の
活
動
の
趣
旨
に

賛
同
し
た
6
人
が
加
入
、
現
在
は
7

人
で
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▲カナリヤ会のメンバーの皆さん

　前列左から赤木ツヨ子さん、戸敷裕子さん、

　後列左から伊東ヒロヨさん、三浦信代さん、新名弘代さん、濱辺

　靖子さん、黒木スナヲさん

　
そ
れ
で
は
、
活
動

状
況
に
つ
い
て
会
員

の
方
に
い
く
つ
か
質

問
を
し
て
い
ま
す
の

で
、
そ
の
内
容
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

Q
1
　
録
音
テ
ー
プ

が
で
き
る
ま
で
の
課

程
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　
「
町
報
と
う
こ
う
」

の
発
行
に
併
せ
て
会

員
が
集
ま
り
打
合
会

を
開
き
ま
す
。
そ
こ

で
、
そ
れ
ぞ
れ
読
む

分
担
を
決
め
、
録
音
日
ま
で
そ
れ
ぞ

れ
で
練
習
を
行
い
ま
す
。

　
そ
し
て
録
音
日
は
、
ま
ず
全
員
で

読
み
合
わ
せ
を
行
い
、
発
音
の

チ
ェ
ッ
ク
や
発
声
の
仕
方
な
ど
悪
い

と
こ
ろ
が
な
い
か
、
そ
の
都
度
み
ん

な
で
意
見
を
出
し
合
い
な
が
ら
行
っ

て
い
ま
す
が
、
熱
中
す
る
あ
ま
り
半

日
近
く
か
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

Q
2
　
テ
ー
プ
の
録
音
に
当
た
っ

て
、
気
を
つ
け
て
い
る
こ
と
は
ど
ん

な
こ
と
で
す
か
。

　
や
は
り
言
葉
の
発
音
で
す
。
ア
ク

セ
ン
ト
や
イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

自
分
で
気
づ
か
な
い
内
に
、
つ
い
つ

い
方
言
等
の
癖
が
出
て
し
ま
う
の

で
、
日
常
生
活
の
言
葉
使
い
か
ら
気
を
つ

け
る
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

Q
3
　
テ
ー
プ
の
録
音
の
他
に
は
ど

ん
な
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　
養
護
老
人
ホ
ー
ム
を
慰
問
し
、
「
話

聞
か
せ
」
は
も
ち
ろ
ん
、
童
謡
な
ど
の

歌
や
踊
り
の
披
露
を
行
う
な
ど
し
て

施
設
の
人
た
ち
と
の
交
流
を
し
ま
し

た
。　
メ
ン
バ
ー
の
都
合
が
つ
け
ば
、
是

非
今
後
も
こ
う
い
つ
た
活
動
は
続
け

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
こ
の
情
報
提
供
の
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
て
い
る
羽
坂
の
成
合
亀
行

さ
ん
に
感
想
を
お
尋
ね
し
て
い
ま
す

の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
突
然
の
予
想
も
し
な
い
サ
ー
ビ
ス

に
、
た
だ
た
だ
感
謝
の
気
持
ち
で
】

杯
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
お
忙
し
い
立
場

に
あ
ら
れ
な
が
ら
の
こ
の
心
温
ま
る

取
り
組
み
に
こ
の
場
を
借
り
て
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。
毎
月
、
繰
り
返
し

3
、
4
回
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
が
、
町
報
な
ど
の
情
報
だ
け
で

な
く
、
童
謡
な
ど
の
唄
も
入
っ
て
お

り
、
毎
回
心
和
む
思
い
で
す
。
来
る
べ

き
高
齢
化
社
会
の
貴
重
な
情
報
伝
達

手
段
と
し
て
今
後
ま
す
ま
す
の
活
躍

を
期
待
し
て
い
ま
す
。
」
と
の
こ
と
で

し
た
。

第
3
8
回
郡
民
体
育
大
会

　
　
暑
さ
の
中
、
本
町
選
手
団
活
躍

　
8
月
2
9
日
（
日
）
厳
し
い
残
暑
の

中
、
第
3
8
回
郡
民
体
育
大
会
が
北
郷

村
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
今
年
は
梅
雨
明
け
の
遅
れ
や
7
月

下
旬
か
ら
8
月
上
旬
に
か
け
て
来
襲

し
た
台
風
の
影
響
な
ど
で
十
回
忌
練

習
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
大
会

に
参
加
し
た
選
手
達
の
健
闘
が
光
り

ま
し
た
。

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

第
1
位
一
中
学
生
女
子
㎜
m
稲
田

春
菜
（
1
4
秒
9
）
、
女
子
共
通
走
高
跳

佐
藤
ま
ゆ
み
（
1
m
3
3
㎝
）

第
2
位
一
男
子
E
2
0
0
0
m
川

原
洋
信
（
6
分
5
9
秒
）
、
男
子
A
走
幅

跳
寺
原
知
憲
（
5
m
4
8
㎝
）
、
男
子
B

走
幅
跳
海
野
道
明
（
5
m
7
2
㎝
）
、
男

子
D
砲
丸
投
西
田
宗
吉
（
1
0
m
8
8
㎝
）

第
3
位
一
中
学
男
子
脚
m
リ
レ
ー

畝
原
真
弥
、
甲
田
光
男
、
畝
原
光
弘
、

植
野
栄
一
（
1
分
4
7
秒
3
）
、
男
子
A

㎜
m
水
野
歩
（
1
2
秒
3
）
、
男
子
C
㎜

m
若
杉
健
司
（
1
2
秒
7
）
、
男
子
F
砲

丸
投
小
川
勝
正
（
1
2
m
3
2
㎝
）
、
男
子

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
リ
レ
ー
（
㎜
m
若
杉

健
司
・
㎜
m
東
村
光
教
・
㎜
m
水
野

歩
・
姻
m
海
野
道
明
2
分
1
6
秒
5
）

第
4
位
日
男
子
B
㎜
m
東
村
光
教

（
1
2
秒
3
）
、
男
子
B
砲
丸
投
森
西
初

儀
（
1
0
m
2
5
㎝
）
、
男
子
共
通
走
高
跳

森
田
敏
勝
（
1
m
6
9
㎝
）

第
5
位
“
男
子
共
通
5
0
0
0
m

海
野
達
也
（
1
8
分
4
秒
）
、
男
子
共
通

　O
m
関
口
治
喜
（
2
7
秒
1
5
）
、
中
学
生

　男
子
㎜
m
植
野
栄
一
（
2
6
秒
6
）
、
女

子
B
㎜
m
黒
木
紀
美
代
（
1
6
秒
2
）
、

女
子
A
・
B
共
通
砲
丸
投
稲
田
智

代
美
（
6
m
7
0
㎝
）

　　　　　湿
▲さあ、行くそ！

一望

　
諺
　
、幅

、
勇
鎧

虚
監

▲呼吸をあわせて、イチ・二、イチ・二

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報係⑲3900㈹まで〉

　　　　　　　　　　1旦塑とうこ”り

9月15日敬老の日

獄
・（），二

お元気で
金丸岩松さん（小野田）
黒木日出夫さん（寺　迫）

もでまつい
最高齢者（100歳）は、

町内で90歳以上　9月15日、町内全区で敬老会が行われました。今年
を迎えられたのは下記の96人のみなさん方でした。
　おめでとうございます。

東 西
順　位 地区名 氏　　　名 年齢 生年月日 順　位 地区名 氏　　　名 年齢 生年月日
横　綱 小野田 金丸盛松

100 明32．7．29 横　綱 寺　迫 黒木日出夫
100 明32，11．26

大　関 小野田 日　吉チ　ョ 99 明33．7．1 大　関 羽　坂 橋　ロ　カ　メ
98 明34．4．24

関　脇 小野田 小山斜子
98 明34．6．9 関　脇 福　瀬 直野喜義

98 明34．10．20

小　結 鶴野内 川越梅子
98 明35．1．5 小　結 小野田 稲田ツルエ

97 明35。8．31

前頭1 福　瀬 長池テ　ツ
97 明35．12．20 前頭1 寺　迫 安藤藤松

97 明36．2．7

前頭2 迫野内 束　　シ　ン 97 明36．3．6 前頭2 鶴野内 那須サ　ワ
97 明36．3．14

前頭3 鶴野内 田中　タ　セ 96 明36．4．2 前頭3 小野田 海野武夫
96 明36．8．7

前頭4 坪　谷 三浦シナ
96 明36．10．26 前頭4 小野田 海野ヤエ

96 明36．11．2

前頭5 小野田 黒田ケサエ
96 明36．11．16 前頭5 福　瀬 関野貞暁

96 明36．12，18

前頭6 寺　迫 新名　ダイ
96 明37．1．12 前頭6 坪　谷 春田　ツ　ル

96 明37．2，1

前頭7 小野田 寺田　タ　ミ 96 明37．2．6 前頭7 小野田 木村キクノ
95 明37．9．20

前頭8 越　表 河野タ　メ
95 明37．11．24 前頭8 羽　坂 寺原勝野

95 明38．1。15

前頭9 小野田 　　　　◎ｴロマツエ
95 明38．3．6 前頭9 仲　深 矢野美義

94 明38．5．17

前頭10 小野田 黒木テ　ル
94 明38．6．22 前頭10 寺　迫 海野キクエ

94 明38．6．26

前頭11 鶴野内 中　田　　茂 94 明38．7．19 前頭11 鶴野内 福谷サダエ
94 明38．8．1

前頭12 田　野 小川勇　夫
94 明38．9．4 前頭12 仲　深 日　高サエ

94 明38．10．3

前頭13 羽　坂 清水兼光
94 明38．11．27 前頭13 小野田 黒木カツノ

94 明38．ll．30

前頭14 八重原 奈須ハル
93 明39．5．7 前頭14 鶴野内 衛藤マツエ

93 明39．7．12

前頭15 小野田 都甲鶴男
93 明39．9．29 前頭15 寺　迫 阿部重水

93 明39．10．28

前頭16 坪　谷 黒木シズエ
93 明39．11．3 前頭16 坪　谷 寺原マサエ

93 明39．11．9

前頭17 鶴野内 黒木セツノ
93 明40．2．3 前頭17 坪　谷 矢野夏枝

93 明40．3．15

前頭18 小野田 黒木ケサノ
93 明40．3．16

平
成
1
1
年
度
町
　
、
　
、

前頭18 小野田 佐々木春枝
92 明40．7．10

前頭19 小野田 川越ツタエ
92 明40．8．1 前頭19 鶴野内 矢野ク　ラ

92 明40．8．15

前頭20 寺　迫 黒木勝治
92 明40。9．20 前頭20 迫野内 舛田カ　ト

92 明40．11。27

前頭21 小野田 糸平オノエ
92 明40．12．18 前頭21 小野田 三浦カ　ヨ

92 明40．12．19

前頭22 小野田 山芋クラ子
92 明41．1．25 前頭22 福　瀬 新名　カ　ン

92 明41．2．14

前頭23 小野田 海野マツエ
92 明41．2，18 前頭23 坪　谷 矢野キクエ

92 明41．3．2

前頭24 仲　深 渡邊ウメノ
92 明41．3．20 前頭24 羽　坂 平塚ハツエ

92 明41．3．22

前頭25 福　瀬 直野シゲ
92 明41．3．25 前頭25 小野田 渡邊十三

91 明41．4．2

前頭26 小野田 柳田恒雄
91 明41．5．10 前頭26 鶴野内 谷ロケサエ

91 明41．5．21

前頭27 鶴野内 中森武男
91 明41．6．7 前頭27 鶴野内 小川カオル

91 明41．7．12

前頭28 小野田 手懸イ　ナ
91 明41，7．24 前頭28 坪　谷 大塚奥右衛門

91 明41．8．10

前頭29 鶴野内 藤本ミサエ
91 明41．8．19 前頭29 羽　坂 小野武右衛門

91 明41．8．25

前頭30 鶴野内 日　吉ケサ
91 明41．9．8 前頭30 羽　坂 黒木伊勢雄

91 明41。9．23

前頭31 坪　谷 矢野ハツエ
91 明41．10．9 前頭31 羽　坂 佐藤暮六

91 明41．11．3

前頭32 迫野内 岩倉サカエ 91 明41．12。16 前頭32 八重原 徳森　ヨ　シ
91 明42．1．2

前頭33 福　瀬 直野スエノ
91 明42．1．17 前頭33 坪　谷 井伊　　　清

91 明42．3．25

前頭34 迫野内 黒田ア　キ
90 明42．4．8 前頭34 田　野 田原ヨシノ

90 明42．4．10

前頭35 小野田 高山モ　ヨ
90 明42．4．12 前頭35 鶴野内 松岡八千代

90 明42．5．1

前頭36 迫野内 山　田丑松
90 明42．8．24 前頭36 小野田 奈須　ト　メ

90 明42．10．5

前頭37 鶴野内 寺原和太郎
90 明42．10．17 前頭37 迫野内 黒木フジエ

90 明42．11．25

前頭38 鶴野内 若藤虎一一
90 明42．12．1 前頭38 寺　迫 中竹タ　ケ

90 明42．12．16

前頭39 福　瀬 海野ヨ　シ
90 明42．12．17 前頭39 鶴野内 阿部ツ　ル

90 明43．1．2

前頭40 鶴野内 伊東キミエ
90 明43．1．20 前頭40 鶴野内 増田シマ子

90 明43．1．23

前頭41 小野田 福谷ツ　ギ
90 明43．1．28 前頭41 坪　谷 矢野久次郎

90 明43．2．12

前頭42 小野田 矢野竹與
90 明43．2．20 前頭42 田　野 矢野ハナエ

90 明43．2．25

前頭43 八重原 橋本ヒサノ
90 明43．3．5 前頭43 八重原 奈須仁吉

90 明43．3．9

前頭44 仲　深 桑原デン
90 明43．3．20 前頭44 小野田 黒木キミエ

90 明43．3．28

※年齢は平成12年4月1日までに達するもの

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報係⑲3900㈹まで〉
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㊥農業×夢＝認定農業者

福原健一さん
　（羽坂）

○
現
況
と
ム
フ
後

　
　
の
経
営

　
現
在
は
、
施
設
園
芸

を
中
心
に
水
稲
と
の
複

合
経
営
を
行
っ
て
い
ま

す
。
施
設
園
芸
の
規
模

は
、
キ
ュ
ウ
リ
を
三
十
五

ア
ー
ル
・
水
稲
を
七
十
五

ア
ー
ル
耕
作
し
て
い
ま

す
。　
施
設
園
芸
を
始
め
た
平
成
四
年
当

初
は
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
ニ
十
一
ア
ー
ル

で
、
平
成
六
年
に
十
三
ア
ー
ル
拡
大

す
る
な
ど
し
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
そ
の
後
、
台
風
時
の
増
水
に
よ
る

被
害
や
市
況
の
低
迷
に
よ
り
平
成
九

年
に
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
あ
き
ら
め
、

キ
ュ
ウ
リ
の
生
産
に
切
り
替
え
ま
し

た
。
作
業
の
面
で
も
ミ
ニ
ト
マ
ト
よ

り
作
業
効
率
が
良
い
こ
と
と
、
現
状

の
規
模
か
ら
考
え
て
も
二
人
の
労
働

力
で
十
分
な
の
で
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
と
比

較
し
て
も
か
な
り
労
力
が
減
り
、
品
質

向
上
も
図
る
事
が
出
来
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
出
荷
に
つ
い
て
も
あ
る
程

度
の
品
で
も
市
場
取
り
引
き
が
可
能

な
の
で
、
商
品
率
を
上
げ
る
こ
と
が

出
来
る
こ
と
も
利
点
だ
と
思
い
ま

す
。
　
そ
れ
か
ら
、
キ
ュ
ウ
リ
と
は
別

に
花
栽
培
に
も
取
り
組

み
始
め
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
に
も
花
の
苗
の
育

成
及
び
販
売
を
行
っ
て

き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か

ら
は
本
格
的
な
取
り
組

み
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
夢
は
、
観
光
花
園
の

開
設
で
、
好
き
な
花
を

自
分
で
摘
む
こ
と
が
で

き
、
生
産
者
と
消
費
者

と
の
間
で
交
流
が
図
れ

る
よ
う
な
経
営
を
や
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
後
継
者
に
つ
い
て
は
、
二
男
が
町

内
で
就
職
し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
先

の
こ
と
な
の
で
こ
れ
か
ら
ゆ
っ
く
り

話
を
し
な
が
ら
考
え
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　
今
後
と
も
好
き
な
農
業
を
経
営

し
、
楽
し
み
な
が
ら
頑
張
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

農
業
経
営
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー

　
専
任
職
員
の
；
戸

　
自
然
の
中
、
好
き
な
農
業
で
自
ら

育
て
た
農
産
物
の
収
穫
を
喜
び
あ
い

た
く
、
脱
サ
ラ
し
て
、
よ
り
大
き
い
楽

し
み
と
望
み
を
持
た
れ
て
い
る
福
原

健
一
さ
ん
夫
婦
で
す
。

　
健
一
さ
ん
は
長
い
間
培
っ
て
き
た

大
工
の
仕
事
を
辞
め
、
奥
さ
ん
の
雅

代
さ
ん
も
平
成
四
年
に
会
社
を
辞
め

て
施
設
園
芸
（
ミ
ニ
ト
マ
ト
）
二
十
一

ア
ー
ル
を
始
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
平
成
六
年
に
十
三
ア
ー
ル
の
ハ
ウ

ス
を
増
棟
し
て
、
現
在
三
十
四
ア
ー

ル
の
ハ
ウ
ス
で
キ
ュ
ウ
リ
と
花
栽
培

に
取
り
組
ま
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。
今

で
も
脱
サ
ラ
し
て
農
業
を
や
っ
た
こ

と
に
つ
い
て
は
後
悔
は
し
て
い
な
い

と
、
夫
婦
同
士
見
合
わ
せ
た
笑
顔
は

満
足
感
い
っ
ぱ
い
の
顔
で
し
た
。
平

成
四
年
に
ミ
ニ
ト
マ
ト
を
始
め
た
頃

は
価
格
等
も
良
く
、
平
成
六
年
に
ハ

ウ
ス
を
増
癒
し
て
経
営
の
安
定
を

図
っ
て
き
た
が
、
そ
の
後
価
格
の
低

迷
・
青
枯
病
等
の
発
生
で
、
ミ
ニ
ト

マ
ト
の
栽
培
も
苦
し
く
な
っ
て
き
た

頃
、
平
成
九
年
九
月
に
襲
っ
た
大
災

害
（
台
風
十
九
号
）
で
植
え
付
け
の
終

わ
っ
た
ミ
ニ
ト
マ
ト
が
全
滅
し
た
の

を
き
っ
か
け
に
、
生
産
を
ミ
ニ
ト
マ

ト
か
ら
キ
ュ
ウ
リ
に
切
り
替
え
て
現

在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
奥
さ
ん
の
雅

代
さ
ん
は
元
々
花
が
好
き
で
、
花
の

重
重
を
ミ
ニ
ト
マ
ト
・
キ
ュ
ウ
リ
の

仕
事
の
合
間
に
作
り
販
売
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
東
郷
町
内
で
作
ら
れ
る
草

花
を
是
非
、
自
分
の
手
で
育
苗
し
た

い
、
ま
た
切
り
花
も
生
産
し
た
い
と

の
思
い
で
、
今
年
か
ら
十
三
ア
ー
ル

の
ハ
ウ
ス
で
本
格
的
に
切
り
花
と
苗

作
り
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
満

開
に
咲
い
た
花
を
見
る
と
自
然
と
心

が
和
み
、
意
欲
も
沸
き
、
や
る
気
が
出

る
と
そ
の
顔
に
は
満
々
の
気
力
が
溢

れ
て
い
ま
し
た
。
農
業
は
夫
婦
二
人
で

共
通
の
夢
を
叶
え
る
こ
と
が
出
来
る
と

話
す
言
葉
に
も
弾
み
が
あ
り
ま
し
た
。

　
後
継
者
に
つ
い
て
は
、
町
内
で
働

い
て
い
る
次
男
に
望
み
を
託
し
た
い

と
一
寸
の
喜
び
も
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
二
人
の
夢
は
、
「
自
分
の
始
め
た
農

業
を
是
非
成
功
さ
せ
た
い
」
（
健
一
さ

ん
）
、
「
花
の
中
で
喜
び
を
味
わ
い
た

い
」
（
雅
代
さ
ん
）
で
し
た
。

　
願
う
心
は
必
ず
通
じ
る
、
大
地
に

し
っ
か
り
両
足
を
付
け
、
前
向
き
に

物
事
を
考
え
、
現
実
か
ら
目
を
逸
ら

さ
ず
進
め
ば
二
人
の
夢
は
必
ず
や
実

現
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ψ99　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ψ，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9φ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ψφ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9ψ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎φ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　∂φ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●ψ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ψ，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　oφ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひφ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　oψ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一ψ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　σ9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●φ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　99　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ψ，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9ψ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　oψ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　eφ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　♂一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ψ，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●φ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9ψ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●φ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，ψ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ψ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　　　　　　　ψψ　　　　　　　　　　　　　　　　ψ9　　　　　　　　　　　　　　　亭，　　　　　　　　　　　　　　　ψ　　　　　　　　　　　　　　φ　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　ψ一　　　　　　　　　　　ひ一　　　　　　　　　　φo　　　　　　　　　　ψφ　　　　　　　　　，　　　　　　　　ψ　　　　　　　　，　　　　　　　一　　　　　　ψ一　　　　　〇　　　　ψ，　　　　ψ　　　o　　ひ，　φ　9
0

畜
産
だ
よ
り

　
9
月
期
子
牛
郡
共
進
会
が
開
催
さ

れ
、
本
町
か
ら
仔
牛
3
頭
、
育
成
牛
3

頭
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。
成
績
に
つ

い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

東
臼
杵
郡
市
共
進
会

　
【
雌
の
部
】
（
仔
牛
）

　
　
仲
深
水
野
藤
雄

　
　
　
　
　
ふ
ゆ
み
号

　
【
去
勢
の
部
】
（
仔
牛
）

　
仲
深
広
島
力

　
　
　
　
　
島
桜
号

　
団
体
成
績
1
2
位

　
【
育
成
の
部
】

　
迫
野
内
濱
田
正
義

参
等
賞

弐
等
賞

　
　
あ
や
こ
号
優
等
賞
壱
席

福
瀬
　
塩
月
秀
幸

　
　
き
こ
ひ
め
号
　

壱
等
賞

国
縫
水
野
和
男

　
　
み
ど
り
号
　
　

壱
等
賞

団
体
成
績
2
位

児
湯
郡
市
共
進
会

　
【
雌
の
部
】
（
仔
牛
）

　
寺
迫
海
野
直

　
　
あ
き
ま
つ
み
4
号
　
弐
等
賞
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舗まちのアルバム講
レ』墨の主張』東臼杵地区大会に出場

　平成11年度の「青年の主張」東臼杵地区大会が延岡市

のカルチャープラザノベオカで開催され、本町からは坪谷

の稲田智代美さんが“これからの高齢化社会”と題して意

見発表を行いました。

　現在、稲田さんは役場保健福祉課に勤務しており、高齢

者とふれあう機会も多いことなどから実体験に即した感想

も交えながら、今後の課題など自分なりに分析した内容を

発表、関心の高い話題だけに会場に訪れた聴衆の方たち

も終始真剣な表情で聞き入っていました。

・　3

県
、

の圭癒

のけ　ね　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　りおいりのコぬぬロのの

　　ジャンボかぼちゃコンテスト
8月20日㈹～22日（日）

榊…劇噸欄
鵬

…蝋……縣榊｝轍縣㎜

　東郷町内でジャンボかぼちゃを栽培し、重量や型、色や品格などで各賞

を競ったコンテストが鶴野内の道の駅内の、「るふさと味工房」でこのほど行

われました。

　このコンテストには、町内24の団体や個人から37点の出品があり、農業改

良普及センターやJA日向東郷支店、役場農政課による審査の結果、重
量65．8㎏（胴回りL95m）のかぼちゃを生産した迫野内の黒木萬さんが見

事、町長賞（最優秀賞）に輝きました。

　町農政課では、「今後もこのコンテストを実施していき、来年は是非、100

㎏を超えるジャンボかぼちやの生産をめざして頑張って欲しい」と期待を込

めて話していました。

　その他各賞の受賞者は次のとおりです。（敬称略）

・議会議長賞育苗グループ（鶴野内）、・助役賞木村孝太郎（小野田）、

収入役賞矢野チヅエ（坪谷）、JA東郷支店長賞川越邦夫、教育長賞

坪谷小学校1年生、農政課長賞坪谷小学校4年生、JA営農課長賞海
野康男（越表）

　　　　　　　　　　　・嚇■●噸■旧醐■■朔　　　　　　　　　　　　　　　　　一画6■■囲■燗幽嚇轍櫛

日向支部消防操法大会
8月22日（日）

　　　　　　　　　　　　　　鱒脚瞼。　　　　　　　　　　　　　　　轍鱒脚騨・鞭燭●■■，剛●●騨・鱒関駒一・

本町初の快挙、坪谷婦人会が東臼杵大会を制す

8月22日（日）　　（郡婦協バレーボール大会）

　町中央公民館で開催された、平成11年度東臼杵郡婦人連絡協議会バ

レーボール大会で、本町代表の坪谷婦人会が見事、初優勝に輝きました。

　坪谷婦人会は6月に行われた町の予選を昨年に続き連覇。

　今大会は地元での開催ということでプレッシャーは相当なものでしたが、

予選リーグを危なげなく勝ち上がると、決勝戦でも粘る北郷村婦人会を振

りきって、本町代表としては初めて栄光の座を勝ち取りました。坪谷婦人会

チームの皆さんおめでとうございます。　結果は次のとおりです。

　（予選リーグ）

・東郷町・｛ll：｝1｝・田村・東郷町・｛1｝：11｝・門川町

1黙；欝　　／

嚇

　台風の影響で開催が延期されていた日向支部消防操
法大会が日向市の消防広場で開催されました。

　本町からは、第5部（坪谷）と6月の町消防操法大
会（小型ポンプの部）を制した第11部（仲深）が出場。

　二つの部とも基準タイムに迫る操法を披露しました

が、残念ながら僅差で入賞をすることができませんで
した。

　梅雨明けが遅れたことやたび重なる台風襲来等の影
響で、操法練習もままなりませんでしたが、第5部、

第11部の団員の皆さん本当にお疲れさまでした。
噂陪瞼噸■隔脚欄脚　　　　　　　　　　　　　’●●鱒断●鱒鈴’　　　　　　　　　　　　幽媚脚幽鋤■●●　　　　　　　　　　一
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　　　　　　鵜ど弓こ2り⑧1

　☆★☆山陰保育園☆★☆

　
嚇

　
　
　
　
　
　
　
ヒ
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セ

▲題「なつまつり」

　小野田　又下一の

小林寛明くん（6歳）

父：小林　貴さん

母：　　末子さん

○好きな食べ物は何で
　すか？

　りんご、カレーライス

○好きな遊びは何です

　か？

　こおりおに

O大きくなったら何に

　なりたいですか？

　お父さんみたいな人

　小野田　住宅の

今井春佳さん（6歳）

母：今井房美さん
○好きな食べ物は何で

　すか？

　カレーライス

O好きな遊びは何です

　か？

　ボケモン、ブロック遊び

○大きくなったら何に

　なりたいですか？

　看護婦さん

《
7
縄

　
　
　
　
　
　
r

　　

@　

@　

礎
塵
二

｛
◎
◎
い
㌔
撒
∴

▲題　「花火」

名
丁
・
曹
＆
Q
ふ
◎
Q
㎝
◎
Q
㎝
つ
Q
牙
0
穿
Q
翌
0
㈱
0
0
7
ふ
0
0
轍
0
0
7
0
伽
0
◎
伽
0
名
丁
0
㎝
◎
0
㈲
0
0
竪
0
㎝
0
＆
0
0
㎝
0
＆
0
0
榊
0
壱
0
榊
0
＆
0
0
7
0
㈲
◎
0
守
畿
0
0
儒
0
0
輪
0
0
守
0
守
◎
憎
0
◎
憎
◎
＆
0
0
？
0
㈱
0
◎
㈱
0
条
⇔
伽
0
＆
σ
0
㎝
0
⇔
守
O
㈱
◎
0
㎝
0
0
宇

県青年大会に出場
　9月4日出～5日（日）、宮崎市

で平成11年度宮崎県青年大会が

開催されました。

　本町からは、女子バレーボー
ルの部とカラオケの部に出場。

両種目とも残念ながら入賞はな
りませんでしたが、大会を大い

に盛り上げてくれました。

　大会に同行した矢野貴之青年
会長（小野田）の話では「年々

本町からの出場が少なくなって

きています。競技種目も多く、

得意種目であれば、全国大会へ

の出場も可能ですので、来年は

たくさんの青年団員の参加を期
待しています。」とのことでした。

ひ
与

・
帽
［
暫
』
㍗
、

▲カラオケ大会に参加した山本由
　佳さん（鶴野内）

『青年団からのお知らせ』

　平成11年12月4日ωに牧水公

園で東臼杵郡青年団キャンプを

予定していますので、青年団員
の方は是非参加してください。

駐
在
所
だ
よ
り

鱒”””一一一一一一◎””””φφφ一一◎，，

全
国
地
域
安
全
運
動
の

実
施
に
つ
い
て

　
恒
例
の
「
全
国
地
域
安
全
運
動
」

が
、
今
年
も
1
0
月
1
1
日
か
ら
2
0
日
ま

で
の
1
0
日
間
、
全
国
一
斉
に
実
施
さ

れ
ま
す
。

　
こ
の
運
動
は
、
安
全
で
住
み
よ
い

地
域
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
、
犯
罪

や
事
故
、
災
害
の
未
然
防
止
を
図
る

た
め
に
行
わ
れ
る
も
の
で
、
防
犯
協

会
を
は
じ
め
と
し
て
警
察
、
関
係
機

関
・
団
体
が
、
県
民
の
皆
さ
ん
と
一

体
と
な
っ
て
推
進
す
る
も
の
で
す
。

　
「
地
域
の
安
全
」
は
、
豊
か
で
ゆ
と

り
あ
る
生
活
を
営
む
う
え
で
の
基
盤

で
あ
り
、
私
た
ち
の
共
通
の
願
い
で

す
。　
年
々
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
脅
か

す
犯
罪
や
事
故
が
増
加
し
て
い
ま
す

が
、
「
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
街

づ
く
り
」
の
た
め
、
皆
さ
ん
も
地
域
安

全
運
動
に
進
ん
で
参
加
し
ま
し
ょ

う
。1
、
運
動
期
間

　
平
成
1
1
年
1
0
月
1
1
日
か
ら
同
月
2
0

日
ま
で
の
1
0
日
間

2
、
主
　
　
催

　
・
財
団
法
人
宮
崎
県
防
犯
協
会
連

　
合
会

　
・
財
団
法
人
暴
力
追
放
県
民
会
議

・
各
市
町
村
防
犯
協
会

・
宮
崎
県
警
察

3
、
統
一
ス
ロ
ー
ガ
ン

　
『
み
ん
な
で
っ
く
ろ
う
安
心
の
街
』

　
な
お
、
東
郷
町
防
犯
協
会
で
は
、

平
成
1
1
年
4
月
か
ら
平
成
1
3
年
3
月

ま
で
の
2
年
間
、
小
野
田
地
区
（
都
甲

哲
郎
区
長
）
を
に
指
定
し
て
い
ま
す
。

地
域
安
全
モ
デ
ル
地
区

　
こ
の
「
地
域
安
全
モ
デ
ル
地
区
」

指
定
を
受
け
た
小
野
田
地
区
で
は
地

区
内
の
あ
ら
ゆ
る
行
事
を
「
地
域
安

全
」
と
連
動
し
て
活
動
し
て
お
り
、
今

後
に
お
け
る
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
こ
の
地
域
安
全
モ
デ
ル
地
区
に
指

定
さ
れ
て
い
る
小
野
田
地
区
に
限
ら

ず
、
町
内
の
す
べ
て
の
地
区
が
「
地
域

の
安
全
は
地
域
で
守
る
」
を
合
い
言

葉
に
、
地
域
安
全
活
動
に
積
極
的
に

参
加
し
、
「
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
東
郷
町
づ
く
り
」
に
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

災害防止糟

！

犯罪防止
層
’

ρ
戸　，

総

’
5

◎　　’
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介
護
保
険
制
度
解
説
⑫

　
要
介
護
認
定
の
申
請
が
は
じ

　
ま
り
ま
し
た

　
平
成
1
2
年
4
月
か
ら
は
じ
ま
る
介

護
保
険
か
ら
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
た

め
に
は
、
寝
た
き
り
や
痴
呆
な
ど
で
、

ど
の
程
度
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

ら
れ
る
状
態
に
あ
る
か
ど
う
か
の
認

定
（
要
介
護
認
定
）
を
受
け
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
、

「
要
介
護
認
定
・
要
支
援
認
定
申

請
」
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

Q
1
、
誰
で
も
申
請
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
か
？

A
1
、
申
請
は
被
保
険
者
（
平
成
1
2
年

4
月
1
日
現
在
で
4
0
歳
以
上
の
方
）

で
あ
れ
ば
誰
で
も
で
き
ま
す
が
、

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
（
認
定
さ

れ
る
）
の
は
次
の
よ
う
な
状
態
の
方

で
す
。

・
6
5
歳
以
上
の
方
（
第
1
号
被
保
険

者
）
常
に
介
護
を
必
要
と
す
る
状
態

（
要
介
護
状
態
）
や
、
日
常
生
活
に
支

援
が
必
要
な
状
態
（
要
支
援
状
態
）
の

方・
4
0
歳
～
6
4
歳
ま
で
の
方
（
第
2
号

被
保
険
者
）
初
老
期
の
痴
呆
、
脳
血
管

疾
病
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
、
慢
性
関
節

リ
ウ
マ
チ
、
糖
尿
病
性
腎
症
（
網
膜

症
、
神
経
障
害
）
な
ど
老
化
が
原
因
と

さ
れ
る
病
気
に
よ
り
要
介
護
状
態
や

要
支
援
状
態
の
方
（
病
気
は
上
記
を

含
め
て
1
5
疾
病
が
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
）
。
　
申
請
手
続
き
は
、
本
人
ま
た
は
そ

の
家
族
の
方
で
も
で
き
ま
す
。
そ
の

他
、
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
及
び
介

護
保
険
施
設
等
に
頼
む
こ
と
が
で
き

ま
す
。
な
お
、
申
請
は
本
人
の
意
思
に

よ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

Q
2
、
申
請
は
ど
の
よ
う
に
す
る
の

で
す
か
つ
・

A
2
、
「
要
介
護
認
定
・
要
支
援
認
定

申
請
書
」
が
役
場
住
民
課
と
や
す
ら

ぎ
館
に
置
い
て
あ
り
ま
す
の
で
、
そ

こ
で
必
要
事
項
（
氏
名
、
生
年
月
日
、

主
治
医
の
氏
名
等
）
を
記
入
し
て
提

出
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
結
構
で
す
。

　
申
請
の
際
に
は
、
申
請
者
本
人
の

印
鑑
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
2
号
被
保

険
者
が
申
請
す
る
場
合
は
医
療
保
険

被
保
険
者
証
も
必
要
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
申
請
す
る
と
き
に
費
用
は
か

か
り
ま
せ
ん
。

Q
3
、
い
つ
申
請
し
た
ら
い
い
の
で

す
か
？

A
3
、
東
郷
町
で
は
9
月
6
日
か
ら

申
請
の
受
け
付
け
を
し
て
い
ま
す

が
、
最
終
的
に
は
来
年
2
月
上
旬
ま

で
に
申
請
を
し
て
い
た
だ
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
申
請
が
一
度
に

集
中
す
る
と
窓
口
が
混
雑
し
、
事
務

が
円
滑
に
行
え
な
く
な
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
各
地
区

ご
と
に
申
請
時
期
を
決
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
で
き
る
だ
け
そ
の
期
間
中

に
申
請
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
施
設
入
所
者
等
に
つ
い
て

も
同
様
に
申
請
し
て
い
た
だ
く
時
期

を
設
定
し
、
受
付
を
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
具
体
的
な
時
期
に
つ
い
て
は
、

申
請
数
等
に
よ
り
変
更
が
で
て
き
ま

す
の
で
、
そ
の
都
度
、
オ
フ
ト
ー
ク
で

お
知
ら
せ
す
る
ほ
か
、
民
生
（
児
童
）

委
員
や
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
等

を
通
じ
て
ご
連
絡
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
な
お
、
今
回
の
申
請
は
、
平
成
1
2

年
4
月
か
ら
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ

る
か
ど
う
か
の
手
続
き
な
の
で
、
申

請
時
期
や
申
請
の
受
付
順
番
に
よ
り

不
公
平
が
出
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。Q

4
、
申
請
後
は
ど
う
な
る
ん
で
す

か
P
A
4
、
申
請
が
受
理
さ
れ
る
と
、
後

日
、
認
定
調
査
員
が
家
庭
等
を
訪
問

し
、
申
請
者
の
心
身
の
状
況
な
ど
に

つ
い
て
本
人
や
家
族
ま
た
は
、
介
護

者
等
に
聞
き
取
り
調
査
を
行
い
ま

す
。
そ
の
後
、
審
査
・
判
定
を
経
て
、

自
立
、
要
支
援
、
要
介
護
（
5
段
階
）

の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
決
定
さ
れ

ま
す
。
こ
の
結
果
通
知
は
、
原
則
と
し

て
申
請
か
ら
3
0
日
以
内
に
行
わ
れ
ま

す
。
そ
し
て
、
要
支
援
ま
た
は
要
介
護

と
認
定
さ
れ
た
場
合
は
、
平
成
1
2
年

4
月
か
ら
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
（
ケ

ア
プ
ラ
ン
）
に
基
づ
い
て
サ
ー
ビ
ス

が
開
始
さ
れ
ま
す
。

、
4

喝
幽
・

▲地区ことに開催された介護保険説明会

表
紙
へ
牧
水
の
う
た
の
解
説

　
　
静
け
さ
に
　
な
く
醜
き
こ
ゆ

　
　
な
く
声
に
　
こ
も
れ
る
命

　
　
あ
り
カ
た
き
カ
も

　
東
郷
町
と
日
向
市
と
の
境
、
憩
い

の
峠
に
あ
る
歌
碑
で
、
平
成
八
年
四

月
十
二
日
に
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
歌
は
、
昭
和
二
年
「
小
鳥
い
ろ

い
ろ
」
と
題
し
て
詠
ん
だ
十
三
首
の

中
の
一
首
で
、
歌
集
『
黒
松
』
に
収
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
小
鳥
い
ろ
い
ろ
に
詠
ま
れ
て
い
る

「
鳥
」
を
調
べ
て
み
る
と
、
た
だ
鳥
と

詠
ん
で
い
る
歌
も
あ
り
ま
す
が
、
ひ

た
き
、
み
そ
さ
ざ
い
、
め
じ
ろ
、
も

ず
、
水
鳥
を
歌
い
、
中
で
も
ひ
た
き
や

み
そ
さ
ざ
い
の
こ
と
が
多
く
詠
ま
れ

て
い
ま
し
た
。

　
歌
の
内
容
は
、
沼
津
の
我
が
家
の

庭
や
庭
の
木
に
飛
来
し
て
遊
び
、
鳴

く
鳥
の
声
や
、
ま
た
、
松
原
の
老
木
あ

た
り
に
来
て
暗
く
様
子
等
に
つ
い
て

歌
っ
て
い
ま
す
。

　
歌
集
『
黒
松
』
に
は
「
鮎
つ
り
の

思
い
出
」
が
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

生
涯
自
然
を
愛
し
た
牧
水
が
、
こ
れ

ら
の
鳥
を
通
し
て
幼
い
日
々
を
故
郷

坪
谷
で
過
ご
し
た
思
い
を
寄
せ
て
い

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
と
も
思
っ

都
甲
欣
　
一

て
み
ま
し
た
。

　
な
お
、
「
黒
松
」
と
い
う
書
名
は
、

牧
水
が
朝
に
夕
に
庭
続
き
の
松
原
に

そ
び
え
て
い
る
松
を
愛
し
眺
め
て
、

歌
に
も
詠
ん
で
い
ま
す
が
、
そ
の
松

原
の
松
を
名
と
し
た
も
の
で
あ
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
（
東
郷
町
内
歌
碑
め
ぐ
り
）

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報係⑲3900㈹まで〉



●
《
1
…
ご噺
う
ど鞘

高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

▽
日
時
　
1
0
月
2
1
日
（
木
）

▽
開
会
　
午
前
1
0
時
開
会

▽
場
所
　
町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

第
3
3
回
町
民
体
育
大
会

　　　　　　お知らせ
〈《（インフォメーション）≧》〉

▽
日
時
　
1
0
月
1
7
日
（
日
）

▽
開
会
　
午
前
8
時
3
0
分
開
会

▽
場
所
　
町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

※
雨
天
の
場
合
は
翌
週
2
4
日
に
順
延

第
1
7
回
産
業
文
化
祭

　
今
年
も
産
業
文
化
祭
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。
内
容
も
盛
り
沢
山

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
多
数
の
ご

来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
日
時
　
1
1
月
6
日
（
土
）
～
7
日
（
日
）

▽
開
会
　
午
前
1
0
時
開
会

▽
場
所
　
町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
ほ
か

宮
崎
県
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
短
歌
大
会

▽
日
時
　
1
0
月
3
1
日
（
日
）

▽
開
会
　
午
前
1
0
時
開
会

▽
場
所
牧
水
公
園

消
防
臨
時
点
検

▽
日
時
　
1
0
月
3
1
日
（
日
）

▽
開
会
　
午
前
7
時
～

▽
場
所
各
地
区

ト
ル
コ
地
震
被
災
者

救
援
金
募
集

　
8
月
1
7
日
に
ト
ル
コ
北
西
部
で
、

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
鴇
の
強
い
地
震
が

発
生
し
ま
し
た
。
今
後
、
大
規
模
な
救

援
活
動
が
必
要
な
た
め
、
日
本
赤
十

字
社
宮
崎
県
支
部
東
郷
町
分
区
で

は
、
救
援
金
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
町

民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

▼
受
付
期
間
　
平
成
1
1
年
1
1
月
1
7
日

　
　
　
　
　
　
（
水
）
ま
で

▼
受
付
場
所
　
東
郷
町
役
場
内
保
健

　
　
　
　
　
福
祉
課
（
や
す
ら
ぎ
館
）

町
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

　
町
で
は
、
福
音
仲
野
原
の
町
営
住

宅
（
一
戸
）
の
入
居
者
を
募
集
し
ま

す
。
入
居
の
時
期
は
、
1
0
月
末
頃
を
予

定
し
て
お
り
、
そ
の
他
の
入
居
要
件

は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
入
居
資
格
　
単
身
者
及
び
同
居
親

族
を
有
す
る
者
、
政
令
月
収
が
2
0
万

円
以
上
の
者
。

▼
応
募
方
法
　
所
定
の
申
込
用
紙
に

所
得
を
証
す
る
源
泉
徴
収
の
写
し
、

又
は
所
得
証
明
書
（
平
成
1
0
年
分
）
及

び
保
険
証
の
写

▼
住
宅
使
用
料
，
所
得
に
応
じ
て
、

2
万
4
千
3
百
円
～
2
万
9
千
円

▼
住
宅
規
格
　
3
D
K
（
和
室
2
室
、

洋
間
1
室
、
台
所
）
6
5
・
7
6
㎡

▼
申
込
場
所
　
東
郷
町
役
場
建
設
課

に
申
込
用
紙
が
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

▼
選
考
方
法
　
募
集
戸
数
を
超
え
る

応
募
者
が
あ
る
場
合
は
、
抽
選
及
び

公
平
な
方
法
で
選
考
決
定
す
る
。

宮
崎
ウ
ッ
ド
テ
ク
ノ
㈱

新
規
社
員
募
集

▼
職
　
　
種

　
①
設
計
（
構
造
計
画
・
施
工
図
・
加

工
図
作
成
）

　
②
設
計
・
施
工
管
理
（
現
場
管
理
・

施
工
図
・
加
工
図
作
成
）

▼
募
集
人
員

　
①
、
②
各
1
名
の
合
計
2
名

▼
仕
事
の
内
容

　
構
造
用
集
成
材
建
築
物
の
設
計
施

工
に
関
わ
る
設
計
及
び
施
工
管
理

▼
資
　
　
格

　
大
卒
以
上
　
2
2
歳
～
3
0
歳
位
ま
で

で
、
①
に
つ
い
て
は
建
築
学
科
卒
業
者

▼
応
募
方
法

　
履
歴
書
を
東
郷
町
大
字
山
陰
字
桑

木
田
脳
－
1
宮
崎
ウ
ッ
ド
テ
ク
ノ
㈱

ま
で
直
接
ま
た
は
郵
送
で
提
出
し
て

下
さ
い
。
後
日
、
面
接
を
行
い
ま
す
。

※
そ
の
他
詳
し
い
こ
と
が
お
知
り
に

な
り
た
い
方
は
、
智
0
9
8
2
－
6
9
－
3

5
6
9
宮
崎
ウ
ッ
ド
テ
ク
ノ
㈱
担
当

中
野
ま
で
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

自
衛
隊
生
徒
募
集

◇
受
付
期
間

　
平
成
H
年
1
1
月
4
日
～
平
成
1
2
年

1
月
4
日

◇
募
集
人
員

　
陸
上
N
約
励
人
、
海
上
1
1
約
6
0
人
、

航
空
1
1
約
5
0
人

◇
応
募
資
格

　
平
成
1
2
年
4
月
1
日
現
在
、
1
5
歳

以
上
1
7
歳
未
満
の
男
子
で
中
学
校
卒

業
の
者
（
平
成
1
2
年
3
月
卒
業
見
込

み
の
者
を
含
む
）

◇
第
1
次
試
験

　
平
成
1
2
年
1
月
5
日
（
水
）

◇
問
い
合
わ
せ

　
自
衛
隊
日
向
募
集
事
務
所
（
麿
5
2

－
6
9
1
4
）
、
ま
た
は
日
向
市
役
所

総
務
課
（
智
5
2
－
2
1
1
1
内
線
2
2

2
4
番
）
行
　
政
　
相
　
談

▽
日
時
　
1
0
月
1
9
日
（
火
）
1
0
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
林
業
研
修
館

▽
日
時
　
1
0
月
2
0
日
（
水
）
1
0
時
～
1
4
時

▽
場
所
　
下
渡
川
集
会
所

心
配
こ
と
相
談

▽
日
時
　
1
0
月
1
9
日
（
火
）
9
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
林
業
研
修
館

　
　
　
今
月
の
納
税

町
県
民
税
3
期

国
民
健
康
保
険
税
6
期

　
　
　
　
＊
納
期
は
1
1
月
－
日
ま
で

愈
構

　
忌
明
け
と
し
て
、
次
の
方
か
ら
町

社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の
た

め
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

「
9
月
3
日
ま
で
に
受
付
し
た
分
」

◎
寺
迫
の
黒
木
良
照
さ
ん
か
ら

（
ク
ス
子
さ
ん
・
8
1
歳
逝
去
）

◎
寸
寸
の
直
野
達
也
さ
ん
か
ら

（
重
登
さ
ん
・
6
7
歳
逝
去
）

◎
小
野
田
の
都
甲
哲
郎
さ
ん
か
ら

（
吉
野
幸
夫
さ
ん
・
7
6
歳
逝
去
）

◎
下
渡
川
の
甲
斐
ト
モ
エ
さ
ん
か
ら

（
繁
春
さ
ん
・
7
3
歳
逝
去
）

般
　
寄
　
附

　
小
野
田
の
谷
ロ
ミ
キ
ノ
さ
ん
か
ら

快
気
祝
い
と
し
て
社
会
福
祉
協
議
会

へ
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

・
＝

、

●

　
　
（
8
月
届
出
分
）

出
生
　
お
め
で
と
う

植 谷 赤
ち

野 口 や
ん

鈴 瑠 の

可 菜毫

保
太 仁馨

名

寺 小 住
野
迫 田 所

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

塩 吉 甲 甲 黒 直

月
野 斐 斐 木 野

氏

ミ ク

ド
リ
幸
夫
繁
春
マ
ツ
ス
子

重
登
名

92 76 73 92 81 67 年

歳 歳 歳 歳 歳 歳 齢

小
野
小
野
下
渡
小
野
寺 福 住

田 田 川 田 迫 瀬 所

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報係⑲3900㈹まで〉
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